
Title 表紙・はじめに・目次・奥付

Relation 第6回 人文・社会科学系研究推進フォーラム報告書

Issue Date 2021-03-29

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/83482

Type other

File Information JF6_hokudai_index(1).pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



第 6 回　人文・社会科学系研究推進フォーラム 報告書

人社主導の
学際研究プロジェクト
創出を目指して
～未来社会を拓

ひ ら

く人文学・
　社会科学研究の現

い

在
ま

と展望

北海道大学 大学力強化推進本部
研究推進ハブ URA ステーション





3

はじめに

　第 6回人文・社会科学系研究推進フォーラムは、北海道大学大学力強化推進

本部研究推進ハブURAステーション主催により、2020 年 10 月 3 日、9日の

2日間にわたって開催されました。

　当初の予定では、2020 年 2 月 26 日に北海道大学学術交流会館にて開催する

ことになっていましたが、ちょうど新型コロナウィルスの感染拡大が危惧され

始めたことを受け、全国の大学から人が集まる状態を避けるため、延期開催を

決定しました。延期を決めた頃は、主催者である私たちも、しばらく様子をみ

ればまた札幌で開催できるとの安易な思いがありましたが、その楽観的な予測

をはるかに超えた状況に見舞われ、当初の予定日よりも半年以上遅れての全面

オンライン、さらに講演の部とワークショップの部を別日に設定しての開催と

なりました。

　本報告書は、講演とワークショップという 2日間にわたるフォーラムの記録

として、参加いただいた方はもちろん、参加いただけなかった方にも広くその

知見を共有し、未来へつないでいければと考え、作成いたしました。内容は、

講演・ワークショップとも当日の発表・発言の書き起こしをベースに、読み物

として必要な編集を加えたものになっています。また、参加者の皆さまからい

ただいたアンケートについても、記載いたしました。

　オンラインでこのようなフォーラムを開催することは主催者である私たちに

とっても初めてのことでしたが、様々な方々にご支援いただきまして、無事開

催することができました。またこの報告書を作成するにあたっても登壇者の

方々をはじめ、共催校である人社系URAネットワーク幹事校のURAの皆さ

まに、多大なご協力をいただきました。改めて、お礼申し上げます。
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﻿

　本冊子が、フォーラム開催時の議論や各々のひらめきを想起させ、ネット

ワークをつなぎ、さらに人社系研究分野の多様性を促進するための一助になり

ましたら、大変うれしく思います。

　2021 年 3 月 29 日

� 北海道大学　大学力強化推進本部　研究推進ハブ

� URAステーション　メンバー一同
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